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「中部化学部会の目指す処」 

１．背景・目的 

・技術士資格は科学技術分野における国家資格として、高く評価されている。 

・資格の外部評価維持・向上のため更新制度導入はじめ技術士制度改革が始まる。 

これらより、公益社団法人日本技術士会による運用基準に則した運営を行う必要

がある。また、中部本部及び化学部会より名実ともに認知される必要がある。 

・何故苦労して技術士になったのか。その上２万円／年もの会費支払い要。一方、

所有してない立場からは、高嶺の花-獲得困難な国家資格と想定されていることも

事実です。皆さん努力されて獲得されたはずです。それを‘技術士’は‘役立た

ない’と公言することは断じて許されないと思います。自らの努力不足を広報し

ているようなものです。 

・個人でビジネスができる、したいという願望・夢の実現への支援行います。 

・６５歳からは、通常は年金生活が可能なるもそこからが長く、２０年以上ある。 

したがって、ライフワークを持つことが推奨されますが、中部化学部会は会員の

ライフワークを支援する場であるべく、情報発信の拠点と位置づけることとする。 
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    異業種・異経歴・異文化を背負う会員が、プレゼン・質疑応答を通して感性が磨 

かれ、新しい行動の原点となり得ることから極めて意味が大きい。 

２．目指す処 

各ライフワークにおいて、２０年後の夢を描き、この１０年間の行動計画を示す。 

そのための情報発信の拠点とする。 

３．方針 

・会員資格は日本技術士会会員で、技術士（化学、金属、繊維）、技術士補（化学、

繊維、金属）とする。 

・会員は、自らの足跡及びライフワークにつき紹介する。 

・化学部会は，会員のライフワークを支援する。人脈、業務紹介、講演受託 

・１回／年から１回／２年のプレゼンを行う。内容は技術講演、近況報告、業容

紹介、業務紹介等とする。具体的運営方針を別記に示す。 

４．セミナー・講演会（４回／年、土曜日１３：００－１７：００ 場所－中部本部） 

５．組織 部会長 平田（２０１７年度―２０１８年度の２年） 

幹事  常峰、上柳、堀、寺尾 

６．参考 会員分布（略）                    （平田賢太郎） 
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別記１ 

            具体的運営方針 

Ｈ３０年度の運営方針 

１． 背景  

中部本部役員会より、化学部会は勉強会にとどまっていて外部への影響力がないと

の指摘があり、これらの否定的感触を払拭する必要がある。Ｈ２９年度より、ＣＰＤ

４点セット（ＣＰＤプログラム企画シート、建設系ＣＰＤ協議会ＨＰへの掲載申請書、

ＣＰＤ行事参加票、開催案内）を発行、HP（ホームページ）・月刊技術士ＰＥ掲載し、

極力、認知化を図ってきている。しかしながら、セミナー・講演会における参加者動

員数（前回：１５名）は十分とは言えない。 

２． 改善案 

① 講演内容の充実、並びに謝金の提供による活性化 

   セミナー・講演会あたりの案件数を 2件程度とし、演者に謝金を提供する。 

         ￥１０，０００円（含消費税及び源泉徴収） 

   講演時間は６０分程度とし、３０分間程度の質疑応答時間を設けることとする。 

   外部講師招聘は、必要に応じ検討するが、Ｈ３１年度の課題とする。 

② 参加者の費用徴収 

    会員        ￥１，０００ 

 未会員 及び会員外 ￥２，０００ 

③ 参加動員数 

    ２０名～３０名（目標） 

④ 外部への広報 

  ３.予算措置 

    中部本部におけるＨ30年度事業予算へ申請する（別記２参照）。 

以上 
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別記２ 平成３０年度事業予算計画 

会  員
@1000円

非 会 員
@2,000円

講師等 幹事等

　2,000円/名

第 １ 回 5 月 0 8,000 8,000 参加者4 名（出席率　80%）

第 ２ 回 8 月 0 8,000 8,000 参加者4 名（出席率　80%）

第 ３ 回 11 月 0 8,000 8,000 参加者4 名（出席率　80%）

第 ４ 回 2 月 0 8,000 8,000 参加者4 名（出席率　80%）

0 0 32,000 32,000 -32,000

講演会開催 5　月 18,000 4,000 22,000 1,000 20,000 21,000 各18名、2名計20名参加

8　月 18,000 4,000 22,000 1,000 20,000 21,000 各18名、2名計20名参加

11　月 18,000 4,000 22,000 1,000 20,000 21,000 各18名、2名計20名参加

2  月 18,000 4,000 22,000 1,000 20,000 21,000

72,000 16,000 0 88,000 4,000 0 0 80,000 0 84,000 4,000

化学部会 0 22,310 22,310 -22,310 1回

0 22,310 22,310 -22,310

88,000 138,310 -50,310合　　計

   1.  幹事会（  5 人予定）

小　計

  2.  セミナー・講演会

小計

  5. 統括本部出張

小　計

区　　分 収　入　（円） 支　出　（円）

収 支 計
（円）計 会 場 費

交 通 費

謝金等

  そ の 他
  （講師
　懇親会費
　補助 等）

備　　考
分　類 開 催 月

参 加 費
そ の 他

計

 

 

  

 

                             


